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0 健康経営@が生み出す好循環

@協会けんぼと共に取り組む「健康事業所宣言」

目事例紹介※五十音順、敬称略
告阿波製紙株式会社

ゆ株式会社 NDK

ゆ株式会社オカベ

ゆ株式会社はなおか

●株式会社フジみらい

沙株式会社マルハ物産

沙株式会社未来

沙株式会社ヤサカ

価喜多機械産業株式会社

膨ニタコンサルタント株式会社

0 協会けんぼ徳島支部による健康サポート事業

@更に充実した健診で病気を予防

@健康づくりで保険料を抑制インセンティブ制度

0 健康経営優良法人2023 認定企業一覧

@健康事業所宣言エンドjーシート
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健康経営⑧が生み出す好循環

少子高齢化による労働人口減少、メンタル不調者・生活習慣病櫂患者の増加による労働力低下・

いまや、人材・労働力の確保は、現代企業共通の課題と言えます。

そうした現状を背景に、従業員の健康管理を個人の問題ではなく、経営的視点で考え、戦略的に

実践する経営スタイル、「健康経営@」が注目されています。

※「健康経営@」はNP0法人健康経営研究会の登録商標です

^優秀な人材の確保

面

ι^
^

^

0

.

^生産性の向上

口

0

健康経営を実践することで、心身ともに元気な状態で働くことができ、さらに事故防止の効果

もあります。また、企業の社会的なイメージを向上させることにも繋か'り、りクルート面でもプラ

スの影響が期待できます。

本誌は、そうした健康経営に積極的に取り組まれている事業所様の中から、特に効果的な事

例をご紹介するものです。

様々な業態の事例を掲載しておりますので、ぜひ貴社に合った取り組みを参考にしてぃただ

き、健康経営にご活用ください。
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協会けんぽと共に取り組む

「健康事業所宣言」

Q.健康事業所宣言とは?

A.「健康経営に関心があるけれど、何から始めれは'いいかわからないー・」
「従業員の健康課題を解決するためのアドバイスが欲しいー・」など、

健康経営に取り組む事業所様のお悩みを、協会けんぽ徳島支部が

一緒に考え、解決をサポートする事業です。

＼エントリーは簡単'つのステップ

..

エントリーシートの
健康課題の把握

取得

協会けんぽ徳島支部 エントリーシートの取り

組み項目から、事業所とのホームページよりダウ

して実践する項目をご選ンロード。またはご郵送
択ください。も可能です。

※本誌P17をコピーしてご使用いただいても結構です。

700

600

500

400

300

200

100

年間100社以上の事業所様がエンドJ-!

血皿

.

エントリーシートの
提出

協会けんぽへエント
リーシートを提出!一緒に
健康づくりに取り組みま
しょう。

令和元年度

337

2

次のぺージより、健康事業所宣言にエントリーしていただいている
事業所様の、効果的な取り組み事例をご紹介いたします!

令和2年度

604

686社
エントリー中!

※令和5年9月30日現在

ーーーー

令和3年度 令和4年度 令和5年度
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取組のきっかけ・健康課題

引

力
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メタボリツクシンドローム(生活習慣病)該当者の割合が多いことが課題であり、特に脂質りスク保有者*の

割合が徳島支部全体の平均と比較して高かった。また、ワークライフバランスの向上は会社全体としての課

阿波製紙株式会社

^ 436名

題であり、サポート施策の強化が必要であった。

※中性脂肪150m8/dL以上又はHDLコレステロール40ma/dL未満又は服薬ありに該当する方

^
^

取組の具体的な内容・ポイント

生活習慣病りスク保有者を低下させるため、特定保健指導該当者の

内、動機付け支援の対象者に対してもメール・社内広報等を通じて受

診勧奨を行った。また、社内独自に「イクポス宣言(経営者・管理職層か

積極的に部下とコミュニケーションを図り、ワークライフバランスの向

上を推進する宣言)」を掲げ、育児・介護等をはじめとした、休暇の取り

やすい環境整備を進めた。

紙製品製造業

徳島市南矢三町3-10-18

広報等を通じて特定保健指導の重要性を効果的に周知した結果、2022年度における初

回実施率は、前年度と比較して60ポイント近く上昇した。また、情報通信アプリを用いた定

期的な健康情報の発信、禁酒・食事制限アプリの提供などにより、社員のへルスリテラシーの

向上に繋がった。男性育休参画推進制度の導入、さらに「イクボス宣言」の浸透により、ワー

クライフバランスが向上し、男性の育児休暇取得率は約90%を達成した。

取り組み事_朽▲_/

☆イクボス宣言

ーノスを応擾するため、以下
ます.

取組の結果・効果等

取組により、社員一人一人の健康意識が向上してぃる中で、それを維持し、さらに増進さ

せていくため、スポーツジムの補助金を負担する、社内自販機に健康飲料を追加するなどの

現行のサポートを継続・拡大していく。具体的な数値目標として、特定保健指導の該当者率

を、2025年度までに20%以下とすることを目指す

卞と積檀的
部下

理解しま

お互いさまの精神で動け含
仕事ができる鰻嶋環境を作り

生き生き

全員がイ士事の効牢化 生産性向上1こ取
り紹み、休殿が取得しゃ L岐堀にします

残業を前提としを習慣化

取

協会からの

ご'.、一言コメント
ー、、

今後の課題・抱負

健康課題の解決策として、協会の特定保健指導を上手くご活用いただいた好

例かと思います。男性育休参画推進制度の導入や、「イクボス宣言」および研修

等の取り組みにより男性の育児休暇取得率も非常に高く、ワークライフバランス

向上の意識力沫士内へうまく浸透していると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題

rJ

^

^

→

、

^

会社として、社員各個人の健康診断結果の確認により、数値的な健康状態は把握しているが、体力面

のケア不足が課題であった。また、社員の年齢層が広く、年齢によって健康課題も異なるため、幅広く効

果的な健康情報を発信する場の構築も必要であった。

^

'.

株式会社 NDK

'

宇

取組の具体的な内容・ポイント yケ

^電気機械器具製造業^
^名西郡石井町高川原字高川原1505

本社・営業所含め、全社的に体力測定ができるイベ

ント(健康チャレンジデー)を開催した。ボール投げ、

握力、片足立ち測定等、誰でも気軽に楽しく取り組め

る種目を取り入れ、また就業時問中に開催すること

で、可能な限り全社員が参加できる工夫を凝らした。

また、健康情報の発信として、毎月の安全衛生委員会

の内容をパワーポイントでまとめた健康管理資料と、

議事録を社員に共有した。

健康チャレンジデーをきっかけに一人一人の運動意識が向上し、日常的に運動を継続する

社員が増えた。また、チーム毎に結果を競い合う種目を設けるなどすることで、世代問をまた

いだコミュニケーションの場になった。安全衛生委員会の議事録の発信は、PCやスマートフォ

ン等で確認できるようデータで管理する他、PC等の操作に明るくない社員のために、ペー

パーで出力したものを食堂の掲示板に掲示し、多くの社員が様々な手段で健康情報を取り入

れられるようになり、社員のへルスリテラシー向上に繋がった。

104名

り組み事例/
ー"ー.

1
.ー'
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取組の結果・効果等

"

^^

ι』,

"

取り組みをきっかけに根付いた社員の運動習慣を、一過性のものではなく継続させていく

ことが新たな課題である。その後押しのため、社内で運動できるスペースや器具をさらに充

実させる。また、新型コロナウイルスを含む感染症対策は継続した課題であり、社員の予防

意識を低下させないため、安全衛生委員会を通して、健康づくりに役立つ情報の発信を継続

していく

、 .'、

叉一ー

_゛J^"

y

^_.^、^'

協会からの

゛._一言コメント
「、、

互

4

今後の課題・抱負

^

運動促進イベントを、他事業所含め会社全体で行ったことや、議事録の発信

方法を電子版・ペーパー掲示の二刀流にするなど、年齢問わず「社員全員」の健

康意識を促進するための工夫が凝らされていると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題左多

1.● 1̂

健康診断の受診率は100%近いが、受診後の対応が従業員任せになっていた。それに付随して禁煙に対

する意識が低く、健康診断等で肺野に異常が見られる従業員が喫煙を続けている、などの問題も常態化し

てぃたため、受診後のサポート体制の強化が課題であった。

株式会社オカベ

^麺類製髞^
^美馬郡っるぎ町半田東毛田48

取組の具体的な内容・ポイント

保健師の資格を持った社員d建康アドバイザー)により、健康診断後

に15分程度の面談を全社員に実施。その後も細かくケアを続け、健康

意識・行動変容に繋かるサポートを意識。禁煙対策として、全従業員へ

受動喫煙やたは'この害について衛生教育、屋内全面禁煙の施行、禁

煙外来(勤務時問内の受診を承認)・委託会社によるオンライン禁煙プ
ログラムの費用を会社が全額負担するなど、サポート体制を整えた。

105名

健康アドバイザーによる定期的な健康ケアや、課題解決に向けた健康食品の提供の結
果、従業員が前向きな健康意識を持っようになり、精密検査の受診率は80%に達した。ま
た、外部委託機関主催の「卒煙セミナー」を4名の対象者が受講。内2名が卒煙を達成するな
ど、喫煙習慣のある従業員の意識が徐々に改善されつつぁる。

取り組み事朽1_/

取組の結果・効果等
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協会からの

゛'.、一言コメント
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剛 頃袖駐ユ

グ5ム ^き
白

専門的知識を持ったΠ建康アドバイザー」による健康診断後のアフターケアが

特徴ですが、知識の有無はもちろん、社員一人一人の健康課題を会社が「一緒

に考える」姿勢こそが、課題改善に繋か'つた最大の要因であると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題

^

社員の「心」と「体」両方の健康維持が課題であり、現場中心の社員、事務所中心の社員など、仕事の

内容・働き方により個々人の健康課題が異なる中、まずは年に一度の健康診断の受診率100%を目標とし

た。(前年度受診率97qo)

'ーケ,・'

株式会社はなおか

, ^ゑ給工事業^ 7弘
^板野郡北島町鯛浜西ノ須162-9

/取組の具体的な内容・ポイント

健診の受診率を向上させるため、検診車を会社へ招く巡回

健診を導入し、「病院へ受診に行く煩わしさ」の解消による受

診率向上を図った。また、受診を待つ間に社員同士でコミュニ

ケーションを図る場にもなっている。さらに、社内チャットアプ

りを通じて、月に一度以上は健康づくりに繋がる情報を配信

することで、社員のへルスリテラシーの醸成を図った。

/

令和4年度の健診受診率は、育児休暇中の社員を除きほぽ100%を達成した。巡回健診

時の待ち時間を、他社員とのコミュニケーションを取れる一種のイベントとして楽しむ社員も
増えた。社員一人一人のへルスリテラシーも向上し、特定保健指導・メタポリックシンドローム

の該当者数も年々減少してぃる。

の

取組の結果・効果等

、、
ノノ

ι

,ー
n

=ーー^

協会からの

゛.゛一言コメント
、、、

6

本来、億劫に感じることが多い健康診断を、巡回健診という工夫でその煩わ

しさを解消し、さらに待ち時間を楽しめる社員が増えたことは、「心」と「体」の

健康維持を日頃より重視する同社ならではの結果であると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題

^^

社員に喫煙者、メタボリックシンドローム該当者が多く、さらに定期健康診断後の特定保健指導の実施

率も低いことが課題であった。健康管理が個人任せになってぃることが原因と考え、会社としてのサポート

体制の再構築を図った。

株式会社フジみらい

^蔚雅御ービ諜^ 16舳
^徳島市東沖洲1-6-1

^

^

舮

^^.^^

^ ^^

、.4

/取組の具体的な内容・ポイント

総務課で禁煙希望者に対して禁煙ワークシートを作成す

る、禁煙外来の詳細を紹介するなどし、禁煙成功者には祝

い金の贈呈を行うことで、取り組み意欲向上に努めた。ま

た、運動不足解消の施策として、県が主催するウォーキンク

イベントに会社として年2回参加。さらに、健診・イ呆健指導

の改善として、胃カメラ・婦人科検診を全額会社負担とし、

指導はWEB面談を推奨することで、実施率向上を図った。

令和4年度は4名が禁煙に成功し、今年度も8名の希望者が禁煙に取り組んでいる。検診

の費用補助により、女性社員の乳がん・子宮頸がん検診の受診率が増加したほか、特定保健

指導の~VEB面談化により、実施者は前年度よりB%の増加に繋か'つた。また、ウォーキング

イベントへの参加がきっかけで、運動が習慣化した社員もおり、一人一人の健康意識も向上

している。

^

1

、

取組の結果・効果等

、

宅

沸峰 瓢'・

U

社員が心身ともに健康であることが理想であり、会社としては既存の健康課題への対策を

継続していく。加えて、社員同士が互いにコミュニケーションを取り合い、相互に影響を与え

ていく環境の構築が必要であり、全社的な健康づくりイベントを増加させるなど、個々人力

楽しく前向きに健康増進に取り組めるきっかけを充実させる

担当者の皆様

支
.、、
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遭

協会からの
゛一言コメント

、、、

J

今後の課題・抱負

'

4名が禁煙に成功した要因は、祝い金の贈呈はもちろん、一番は総務課ご担

当者様による、最初の一歩を後押しする丁寧なフォローかと思、います。個人の課

題を、周囲がサポート(時に叱陀激励)する体制は、健康増進に限らず様々な業
務に活かされると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題

^

社員への運動機会の提供に関して、時差出勤制度導入以前はラジオ体操等を行っていたが、始業時間

の相違から近年実施できていなかったこともあり、運動による健康増進、および社員間のコミュニケーショ

ンを促進する全社的なイベント等の開催が課題であった。

ーーーーーーー

株式会社マルハ物産

^食料腿造業^'砧
^板野郡松茂町住吉字住吉開拓4-3

冒

^

取組の具体的な内容・ポイント yヲ

1

スポーツクラブの運営会社と協力し、全社を挙げて

のスポーツ大会を開催。当日の司会進行・競技で使用す

る器具等の提供を一任することで、高クオリティかつ、

全員が楽しめるイベントを意識した。また、社員間のコ

ミュニケーション活性施策として「サンクスカード」制度

(業務内外での同僚への感謝を力ードに記入、社内に

設置されたポストへ投函するもの)を導入した。

スポーツ大会には、56名中44名の従業員が参加し、部署・年齢をまたいだチーム編成にす

ることで、垣根を超えた交流の場となった。また、大会後にランニング等の運動を習慣化する

社員力吐曽えるなど、健康意識の改善が見られた。「サンクスカード」制度においては、提出さ

れた力ードの一部を社内で紹介することにより、社員が積極的に参加しゃすい仕組みづくりを

意識することで、制度自体を活気づけ、社員間のさらなるコミュニケーションの活性化にも繋

かった。

▲竜1^、f1る、/
1 1

嘘'
^^

bぎ.,戸一

取組の結果・効果等

゛竹、ノ

^

取り組みによって改善された運動意識を維持・向上させることが課題であり、運動・コミュニ

ケーション促進施策を継続する。また、昨年度より生命保険会社による健康増進サポートを

導入しており、外部講師による定期的な健康セミナーの受講や、健康習慣アンケートの実

施、アンケート結果のフィードバック等を受けることで、具体的な健康改善施策を提案し、社

員一人一人のさらなる健康意識醸成を図っていく
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協会からの

゜.、一言コメント
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今後の課題・抱負

8

生
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スポーツ大会の企画・運営の一部を外部の会社へ委託することで、本来事前の

準備・当日の進行等に追われる「企画した社員」も含め、本当の意味で、参加した

全社員が楽しんで健康促進に取り組めるイベントになっていると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題

運動習慣や食事のバランスなど、従業員ひとりひとりの、健康意識レベルの向上が課題であった。仕事の

性質上、社員が施設内を歩き回ることが多いため、日頃から歩行数は比較的多いが、直接的に健康増進に

繋かる運動の促進・場の提供に取り組んだ。

株式会社未来

^社会保険・社会福祉・介護事業
^阿波市吉野町柿原1-358-1

取組の具体的な内容・ポイント

メンタルトレーニング、ウォーキング指導等の資格

を持った従業員が、専門知識に基づいたアドバイス

を、朝礼の時間を使って発信する場を設けた。また、

私有のフットサルコートを従業員に対し無料で開放す

ることで、気軽に様々な運動ができる場を提供した。

16名」冒^12

健康情報の定期的な発信を継続した結果、従業員同士の日頃の会話の中でも健康に関す

る話題力吐曽え、個々人の意識変化が見られた。また、食事のバランスによる美容への影響な

ど、健康づくりをそれ以外へのモチベーションに繋げる社員が増えた。運動習慣に関しては、

フットサルコートの無料開放をきっかけに個々に体操・ウォーキングを始める社員も増えるな

ど、自主的に改善を図る社員も増加した。

取田組み事例/

窒

1-

,

"1

取組の結果・効果等

風

、

,、゛,..
・・ー、! 1・・. 1ιゞ_主IL。,1・_

協会からの

゛.、一言コメント
「、、

私有のフットサルコートを無料開放されたことも非常に印象的ですが、メンタ

ルトレーニングの観点から、従業員様ガ'「前向きな気持ち」で健康課題と向き合

う体制づくりを、常に事業所様として意識されてぃることが、最も特徴的なポイ

ントであると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題

日々の健康管理が、従業員各個人任せになっており、事業所として詳細に把握する体制整備が充分では

なかった。従業員一人一人の体調を管理し、改善が必要であれば会社としてサポートする体制の整備が課

題であった。

株式会社ヤサカ

1
^その他の製造業 ^9Z
^海部郡牟岐町内妻古江109-11

取組の具体的な内容・ポイント

日々従業員の健康状態を把握するため「従業員健康チェック

シート」を独自に作成し、配布。当日の朝食摂取の有無やその

内容、睡眠状態など19項目を毎日記入することで、日々の些細

な変化を敏感に察知し、改善が必要であれぱすぐにサポートで

きる仕組みづくりを意識した。また、当人だけでなくそのご家族

にも、直筆の手紙を通して健康改善の重要性を周知した。

チェックシートの記入により、自身の健康状態が毎日可視化されることで、社員一人一人

の日々の健康意識が改善された。また、チェックシートの回答をもって、事業所から健康に関

する適切アドバイスが可能となったことで、複数の社員の血圧やコレステロール値の低下に

繋がった。また、ご家族が作る従業員の弁当に野菜類が増えるなど、当人以外の食生活に
対する意識変容にも繋がった。

取組の結果・効果等
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協会からの
゛一言コメント
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10

健康状態の悪化は、目に見えない部分で進行するケースも少なくありません。

健康チェックシートの記入を単発的にではなく、毎日促すことは、自分自身でも気

づかない体の異変に、素早く気付く重要なきっかけになっていると感じました。
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_づク取組のきっかけ・健康課題

邑

社員の健康こそ会社の健康と捉え、会社として様々な健康増進に関わる取り組みを行ってきた。社員

個々が、体の状態を知ることから始まり、健康づくりゃ病気への予防意識を持っこと、また、禁煙への意
識付けが課題であった。

一赴、

喜多機械産業株式会社

^

^
^

取組の具体的な内容・ポイント yケ

^

各部署に健康づくり担当者を配置し、社内チャット等を通じて健康情

報を発信、ヘルスリテラシー向上を図った。また、社員への健康アンケート

をもとに、パーソナルトレーナーによるオリジナル動画を作成、毎月2回配

信した。さらに、社内完全禁煙を目指し、2021年から本格的に対策を開

始。年度ごとに段階的に禁煙への対策を行い、禁煙外来治療費を補助す

るなど、無理のない卒煙を目指してぃる。

卸売業

徳島市庄町3-16

247名';・、,、.5'

健康セミナー開催、健康情報の配信等を継続した結果、一人一人のへルスリテラシーが向
上し、健診後の再検査受診者の増加、運動習慣定着者の増加等に繋がった。禁煙への対策
においては、今年度より電子タバコを含めた勤務時問内禁煙を実施。四半期ごとに行う喫煙
率調査の結果、2023年7月時点での喫煙率は23%と、昨年10月より6ポイント近く低下した。

＼恥邸み郭U

1

取組の結果・効果等
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喫煙問題は多くの事業所様が抱える健康課題のーつではありますが、長期的

に非常に細かく計画を策定され、かっ計画通り実践されてぃる好例かと思いま

す。ご本人様の努力はもちろん、「やらさせている」意識を持たせない事業所様

側の想いが根幹にあることが、最大の成功要因であると感じました。
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取組のきっかけ・健康課題 jク

ー.、「^ー
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=竜^・.、

口

社員の肥満率(BM125以上)が高いことが課題であった。中期的な目標計画を立て、2027年度には
BM125以上の社員の占める割合を26%まで低下させることに加え、社員のへルスリテラシー醸成のため、

高血圧の社員の健康管理や、定期健康診断の受診率向上(目キ票100%)を目指すこととした。

、

ニタコンサルタント株式会社

^

亀、 、 、11
^蔚雅伊北'諜^ 13詫
^徳島市川内町鈴江西38-2

取組の具体的な内容・ポイント yヲ
健康経営推進委員会を設置し、中長期的な視点で

健康づくり計画を策定。その一環のBM1指数低下策と

して、削減率の高い社員へ記念品等を贈呈すること

で、取り組み意欲向上を図った。さらに社内ポータルサ

イトで月1回以上の健康情報の発信や、現場作業者へ

の血圧管理の徹底により、社員のへルスリテラシー醸

成を図った。

社内におけるBM125以上の社員の割合が、昨年度と比較して25ポイントイ氏下し、徐々に効
果が現れっつぁる。また、現場作業者への血圧管理を徹底し、高血圧者には現場作業を中止
させるなどすることで、現場社員の健康管理が習慣化された。ポータルサイトを利用した健康

情報の発信により、社員一人一人の健康意識が向上したことも手伝って、2022年度の定期
健康診断の受診率は97フ%となった。

＼取り組み事例/

取組の結果・効果等
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肥満率の低下という時問のかかる健康課題ではありますが、委員会の中で非

常に具体的な中長期計画を立てられていました。また、健康情報発信の際の記

事レイアウトに、前年度と比較して「見やすい」と感じる工夫が多数見られ、受

け取られる社員様の立場に立った構成であると感じました。
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協会けんぼ徳島支部による

健康サボート事業

ご紹介させていただいた中には、協会けんぼの健康サポート事業をご活用いただいてぃる事業所

様もいらっしゃいます。健康経営のサポートツールとして、ぜひ積極的にご利用ください。

「健康事業所宣

ー....

」エン

0

トクしま健康事業所サポート

健康増進関連事業を展開してぃる企業様にご協力いただき、健康

づくりに関する様々な特典サービスが受けられる制度です。

^オンライン健康づくり講座

'ニ ^

0

.、

腰痛予防や食生活改善、メンタルヘルス対策など、職場の健康課

題解消や従業員様の健康づくりにご活用いただきゃすぃ講座を、無料

で受講いただけます。 ※令和5年度は30事業所様限定

ー.... 健康情報誌

健康づくりに関する情報が満載のΠ建康情報誌」を、四半期に一度

発送しております。社内掲示等により共有していただくほか、安全衛

生委員会等での資料としてもご活用いただけます。

▲

"'

ご登録いただいた
すべての事業所様へ

、

協会けんぼ徳島支部のメールマガジン「知っとくマガジン」にご登録いただく

と、月に1回お得な健康情報を配信いたします。一般的な健康情報だけでなく、

保健師・管理栄養士によるコラムや、季節の健康食事レシピなど、社内で共有

していただきゃすい内容となっておりますので、ぜひ登録をご検討ください!

0

メールマガジンによる健康情報の配信

0

回回

粲
回'・

'

ご登録はこちら

13



更に充実した健診で病気を予防

運動不足、食生活の乱れ、喫煙、過度な飲酒等の不適切な生活の積み重ねが原因で引き起こさ

れる「生活習慣病」。その予防を目的とした「生活習慣病予防健診」の自己負担額が、令和5年度よ

り更に軽減されました。

健康経営=従業員の健康管理の第一歩として、ぜひ生活習慣病予防健診をご活用ください。

、、

スタート
しました

一般健診
対象:35歳~74歳の被保険者(ご本人)

生活習慣病予防健診等の自己負担の軽減

協会けんぽの生活習慣病予防健診は、
田謡^^区^^
胸部レントゲン検査

「冒' 1Ⅱ',ー:女

※メタボリックシンドロームとは、お腹まわりに内臓脂肪がたまることで悪玉のホルモンが分泌され、高血圧・高血糖・脂質異常等が起こり、生活習慣病に
なりゃすくなっている状態のことです。

■"卵""肱282"

ーー回■ Z,1即2".目三,689円

胃部レントゲン検査

高血圧・動脈硬化などを※付加健診とは、節目の年齢において、肝臓、胆のう、腎臓といった腹部の臓器の様子を調べるための腹部超音波検査や、
見つける手がかりとなる眼底検査といった、より詳細な健診です。

＼健診を受けた後の行動こそが大切です!/
・・・ーーーー^ーーーーーーーー

メタボリックシンドロームとともに
田週^四珂 までカバー!5大がん 匡画風房

子宮頸がん検診、乳がん検診、肝炎ウイルス検査の自己負担も同様に軽減します。

※子宮頸がん検診、乳がん検診は、別途自己負担が必要です。

引き続きの

健康づくり、

毎年の健診を!

令和6年4月より、付加健診の対象年齢について、
現行の40歳、50歳に加え、

45歳、 55歳、 60歳、 65歳、 70歳も対象になります。

生活習慣の改善が必要
^■^

来年度から対隷年齢も充実

14

@特定保健指導って?

健診の結果、メタボリックシンドローム
のりスクのある40歳~74歳までの方を

対象に行う健康サポートです。健康に関
するセルフケア伯己管理)ができるよう
に、健康づくりの専門家である保健師ま
たは管理栄養士が寄り添ってサポートし
ます。

▼

付加催診

医療機関への受診が必要
.■●冒^'■

▼

協会けんぼでは、健診の結果、血圧
値、血糖値、LDL(悪玉)コレステロール
値が「要治療」「要精密検査」と判定さ
れた方で、医療機関への受診が確認で
きない方へ受診をお勧めするご案内を
お送りしています。

※令和6年W月より、被扶養者(ご家族)にも医
療機関への受診の案内をお送りします。

未治療者への受診勧奨

+§".Ⅱ'
塑洲当

+

++
++

●
ノ、、



健康づくりで保険料を抑制

インセンティブ制度

健診を受診することは、皆様の心身の健康だけでなく、健康保険料率(以下、保険料率)の低下=金銭面の
健康にも繋ガる可能性があります。そのための仕組みが、「インセンティブ制度」です。

Q.インセンティブ制度って?ノノー^

/

A.05つの評価指標に基づき、47都道府県支部を順位付けします。
^上位15支部には、順位に応じてインセンティブ倖&奨金)が

付与され、翌々年度の保険料率が引き下けちれます。
術の令和3年度の取り組み実績⇔令和5年度の保険料率に反映

＼

^制度の財源とするために、全支部の保険料率に0.01%を
上乗せします。

1
インセンティブ付与のための5つの評価指標と

令和3年度の,徳島支部の実績(順位)

01
特定健診等の

実施率

02
特定保健指導の

実施率

45位

7位

4位
03

特定保健指導
対象者の減少率

令和3年度
徳島支部の
総合順位は

04

医療機関への
受診勧奨を受けた

要治療者の
医療機関受診率

インセンティブ付与圏内には届きません

でしたが、皆様のご協力のおかげで「特定
保健指導の実施率」「特定保健指導対象

者の減少率」は上位の実績を収めました。

30位

15

区

24位

05

ジェネリック
医薬品の
使用割合

46位



健康経営優良法人2023

認定企業一覧

健康経営優良法人認定制度とは、特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する、経済

産業省による制度です。

「健康経営優良法人2023」においては、協会けんぼ徳島支部加入の事業所から、「大規模法人部門」、「中小規模法

人(ブライト500)」、「中小規模法人部門」を合わせて106社が認定されました。

健康経営優良法人(中小規模法人部門)の認定要件として「健康事業所宣言」へのエンドj一が必須です。ぜひ工
ンドj一の上、さらなるステップアップとして健康経営優良法人の認定を目指しましょう。

阿波製紙株式会社

社会福祉法人緑風会

社会福祉法人育英福祉会

日本ワネン株式会社

大規模法人部門

アービック有限会社

アイフォレストコンサルティング株式会社

アイノW呆険サービス株式会社

東海運株式会社

阿南緑化有限会社

株式会社阿北自動車教習所

株式会社アルス製作所

阿波スビンドル株式会社

あわふじ株式会社

株式会社ANSIN

株式会社いさわ

石原水道工業株式会社

株式会社井上組

株式会社ウェル

株式会社工ーテック

株式会社エコー建設コンサルタント

株式会社エコリース

株式会社エスディーセンター

株式会社NDK

株式会社工フ設計コンサルタント

社会福祉法人健祥会

社会福祉法人青嵐会

ノヴィルホールディングス株式会社

株式会社エムアイシー

社会福祉法人大原福祉会

岡田企画株式会社OKスポーツクラプ

株式会社岡部機械工業

株式会社桶幸ウチダ造花

株式会社オプトピア

株式会社カスコ

株式会社河野メリクロン

岸田工業株式会社

株式会社グローバル・アシスト

さくら社会イ呆険労務士法人

さくら税理士法人

株式会社さくらビジネスサービス

サプロン建材工業株式会社

三晃産業株式会社

株式会社サン保険コンサルタント

三和空調株式会社

三和プラントエンジニアリング株式会社

株式会社CF

株式会社シケン

中小規模法人部門

中小規模法人部門(ブライト500)

四国部品株式会社

篠原石油株式会社

住宅設備アシスト株式会社

税理士法人すばる会計

有限会社すみれ

船場化成株式会社

相互産業株式会社

大亜ツールエ学株式会社

太陽工フディ株式会社

株式会社ツービースコーポレーション

株式会社TIS&トータルプランニング

Dライフサポート株式会社

株式会社テクノスモトキ

東邦アート株式会社

東邦フイルム株式会社

東洋警備保障株式会社

株式会社徳島エムテック

一般社団法人徳島県医師会

徳島県教育印刷株式会社

徳島商工会議所

喜多機械産業株式会社

株式会社フジタ建設コンサルタント
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富田製薬株式会社

仲野産業株式会社

にしき運送株式会社

ニタコンサルタント株式会社

有限会社日栄工業

日新酒類株式会社

株式会社パッケージ松浦

株式会社はなおか

有限会社浜中建設

有限会社ハマヤ保険事務所

株式会社ヒラノファステック

株式会社ファイン

株式会社ファルコン

株式会社福井組

藤西阿観光株式会社

藤田商事株式会社

冨士ファニチア株式会社

株式会社補償実務

株式会社ボン・アーム

株式会社松家製作所

有限会社松本会計センター

株式会社マルハ物産

三笠電機株式会社

株式会ネ士三木組

三木資源株式会社

有限会社みどり清掃

港産業株式会社

南建設株式会社

株式会社未来

株式会社矢田製作所

株式会社山全

山田電建株式会社

社会福祉法人揺聾福祉会

株式会社ヨコタコーポレーション

株式会社ヨコタホーム

株式会社りプレイス

株式会社ワイ・ビー・ケイエ業

五十音順敬称略



ご郵送またはFAXにてご提出ください【FAX】088-602-0717

健康事業所宣言エンドjーシート

必、

下記の項目について取り組むことを宣言します

V〆被保険者(35歳以上)の健診受診率を80%以上とする
(40歳以上で協会けんぽの生活習慣病予防健診以外を受診している場合は、健診データを提供する)

〔三う被保険者の特定保健指導実施率を対急者に対し、30%以上とする

1~23の項目から1つ以上選択し、チェック図してください

A身体活動・運動

1.全員でラジオ体操やストレッチをする

2r"窒をイ吏うよう呼びかける

3.アプリ等を活用した、ウォーキングの推奨

4.徒歩や自転車通勤を奨励する仕組みをつくる

5.職場に運動するスペースや器具を設置する

6.社内スポーツ大会等の運動イベントを開催する

フ.その他選

Cこころの健康・休養

12.メンタルヘルスに関する情報提供を実施する

B.時問外勤務の抑制へ取り組む

1ム.休暇取得割合を増やすための計画・管理の徹底

国15.コミュニケーションが取り地すい社内環境の整備

16.ストレスチェックを実施する

17.その他

ト図

B食生活・栄養

8.食事の摂り方を従業員へ周知する

9.アルコールが与える体への影響を従業員へ

周知する

10.自動販売機の飲料を、無糖・低糖・低カロリー

のものに変更する

11.その他

年

その他(番号:フ.11.17.23)にチェツクされた場合、具体的な取り組み内容をご記入ください。

改訂日:令和5年7月12日

記ち

事業所所在地:

事業所名称:

事業主氏名: 連絡先電話番号:

宣言日:令和

ご担当者d建康保険委員)様氏名:
炎健康保険委員未登録の場合は同時にご登録いたします

番号

Dたばこ

18.たばこの害を従業員へ周知する

19.就業時問内の禁煙、喫煙時間を設ける

20.研修や禁煙月問の設定をする

21.建物内禁煙または建物内完全分煙を実施する

22.屋外喫煙場所は、建物入口から10m以上雜す

23.その他

保険証の記号・番号:

月

メールマガジン登録用メールアドレス: @

エントリーきっかけ:
①保健師等協会職員②保険会社等③セミナー④知人等紹介⑤この文書⑥その他(

(当てはまる物に0をしてください)

事業所名、所在地等の情報につぃて協会けんぼ徳島支部ホームページへの掲載を
希望しない場合は、右の口にチェックしてください。

須
項
目

択
項
目
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＼協会けんぽ徳島支部のご案内/

'.

恨徳島駅

.
ラ='ノゞ^ト

銀行●

全国健康保険協会徳島支音

(ニッセイ徳島ビルフ階)

●銀行

所在地

T E L

〒770-0841

徳島県徳島市八百屋町2丁目11ニッセイ徳島ビルフF

088-602-0250(代表) FAX 088-602-0717

^

受付時間:午前8時30分より午後5時巧分まで(土日祝日・年末年始を除く)
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